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1.  平成23年2月期第2四半期の業績（平成22年3月1日～平成22年8月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第2四半期 1,761 △0.5 △75 ― △82 ― △60 ―
22年2月期第2四半期 1,769 ― △60 ― △75 ― △5 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第2四半期 △9.56 ―
22年2月期第2四半期 △0.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第2四半期 8,339 3,610 43.3 574.63
22年2月期 8,300 3,751 45.2 597.07

（参考） 自己資本   23年2月期第2四半期  3,610百万円 22年2月期  3,751百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
23年2月期 ― 0.00
23年2月期 

（予想）
― 12.00 12.00

3.  平成23年2月期の業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,769 △0.4 157 △28.9 140 △28.2 64 △66.8 10.27



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期2Q 6,935,761株 22年2月期  6,935,761株
② 期末自己株式数 23年2月期2Q  653,056株 22年2月期  652,952株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期2Q 6,282,705株 22年2月期2Q 6,284,428株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、消費促進政策により個人の消費意欲は刺激され持ち直

しの兆候を見せておりましたが、欧米諸国の景気動向に不透明感が広がり、急速な円高、株安の展開と

なり、輸出の減速懸念が強まりました。 

 こうした中、依然として失業率は高水準で推移しており、今後の政策効果の剥落、所得環境の厳しさ

など懸念材料を抱えたまま推移いたしました。 

 このような環境下において当社は、今後の収益拡大を見込み、鹿児島市に皇徳寺校を３月、熊本市に

個別指導水前寺教室を７月に開設いたしました。 

 生徒数においては、収益の大きなウェイトを占める中学部においてやや回復傾向を見せているもの

の、期初からの生徒数の不足数を補うに至らず、前年を下回ったまま推移いたしました。 

 一方、新規入学者数が小学部において経済環境を反映して廉価な「キッズくらぶ」が前年実績を上回

り、将来に期待できる一定の成果をあげることができましたが、生徒単価は低下いたしました。 

 また、夏期休暇期間中に実施の夏の合宿と個別指導部もわずかながら伸びました。 

 この結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,761百万円（前年同期比0.5％減）となり、利益面では

人件費が増加したことにより、営業損失75百万円（前年同期比24.9％増）、経常損失82百万円（前年同

期比8.7％増）となりました。 

 一方、法人税等調整額△36百万円の計上により、四半期純損失は60百万円（前年同期比の四半期純損

失5百万円）となりました。 

  

（1）資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べて38百万円増加して8,339百万円となり

ました。流動資産は前事業年度末に比べ105百万円増加して583百万円、固定資産は前事業年度末に比べ

66百万円減少して7,756百万円となりました。 

 流動資産増加の主な要因は、現金及び預金と繰延税金資産が増加したことによるものであります。 

 固定資産減少の主な要因は、有形固定資産の減価償却によるものであります。 

 当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べ179百万円増加して4,728百万円となりま

した。流動負債は前事業年度末に比べ380百万円減少して1,963百万円、固定負債は前事業年度末に比べ

560百万円増加して2,765百万円となりました。 

 流動負債減少の主な要因は、短期借入金の減少によるものであります。 

 固定負債増加の主な要因は、長期借入金の増加によるものであります。 

 当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べ141百万円減少して3,610百万円となり

ました。 

 主な要因は、配当金の支払い及び四半期純損失の計上による利益剰余金の減少によるものでありま

す。 

  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報
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（2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末残高

に比べ40百万円増加しました。この結果、資金の当第２四半期累計期間末残高は281百万円となりまし

た。 

 また、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は122百万円（前年同期比1.2％増）とな

りました。これは主に利息の支払額の減少によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した資金は59百万円（前年同期比3.8％増）とな

りました。これは主に有形固定資産の取得による支出の増加によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は22百万円（前年同期比10.2％減）とな

りました。これは主に長期借入れによる収入の増加によるものであります。 

  

平成23年2月期の業績予想は、平成22年4月13日に公表いたしました業績予想を変更しております。 

 詳細につきましては、平成22年10月1日に公表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照ください。 

  

(3) 業績予想に関する定性的情報
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1 簡便な会計処理 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前年事業年度末に算定したものと著しく変化がないと

認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚

卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

④法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の検討において使用した将

来の業績予測及びタックス・プランニングの結果を利用しております。 

  

2 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 369,220 283,846

営業未収入金 7,277 4,973

教材 20,895 37,656

貯蔵品 3,912 2,171

繰延税金資産 131,619 96,136

その他 51,316 54,183

貸倒引当金 △1,100 △1,050

流動資産合計 583,142 477,917

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 2,683,063 2,735,466

土地 4,116,442 4,120,442

その他（純額） 130,374 137,027

有形固定資産合計 6,929,880 6,992,936

無形固定資産 49,359 33,545

投資その他の資産

繰延税金資産 235,480 231,136

投資不動産（純額） 254,711 255,156

その他 286,582 309,690

投資その他の資産合計 776,773 795,983

固定資産合計 7,756,013 7,822,465

資産合計 8,339,156 8,300,383

負債の部

流動負債

買掛金 10,659 52,440

短期借入金 450,000 930,000

1年内返済予定の長期借入金 962,400 967,200

未払金 46,613 90,435

未払法人税等 13,805 22,775

前受金 247,655 34,041

賞与引当金 63,239 56,881

ポイント引当金 34,802 22,631

その他 134,275 167,971

流動負債合計 1,963,450 2,344,377

固定負債

長期借入金 2,058,700 1,516,500

退職給付引当金 517,300 513,345

長期未払金 147,892 147,892

その他 41,595 26,966

固定負債合計 2,765,489 2,204,704

負債合計 4,728,940 4,549,081

㈱昴　（9778）　平成23年2月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕(非連結)

5



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 990,750 990,750

資本剰余金 971,690 971,690

利益剰余金 2,023,434 2,158,891

自己株式 △375,450 △375,423

株主資本合計 3,610,424 3,745,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △208 5,393

評価・換算差額等合計 △208 5,393

純資産合計 3,610,215 3,751,301

負債純資産合計 8,339,156 8,300,383
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年８月31日)

売上高 1,769,392 1,761,222

売上原価 1,524,959 1,537,722

売上総利益 244,433 223,499

販売費及び一般管理費 305,145 299,335

営業損失（△） △60,712 △75,835

営業外収益

受取利息 770 648

受取配当金 298 319

受取家賃 4,940 5,748

受取手数料 9,061 7,197

その他 3,294 833

営業外収益合計 18,365 14,747

営業外費用

支払利息 27,105 18,817

その他 6,241 2,373

営業外費用合計 33,347 21,190

経常損失（△） △75,694 △82,277

特別損失

固定資産除却損 3,731 1,517

減損損失 13,466 4,000

投資有価証券評価損 － 104

特別損失合計 17,198 5,621

税引前四半期純損失（△） △92,893 △87,899

法人税、住民税及び事業税 8,589 8,193

法人税等調整額 △96,258 △36,029

法人税等合計 △87,669 △27,835

四半期純損失（△） △5,223 △60,063
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【第２四半期会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自 平成21年６月１日
至 平成21年８月31日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年６月１日
至 平成22年８月31日)

売上高 1,031,075 1,037,155

売上原価 820,876 832,201

売上総利益 210,199 204,953

販売費及び一般管理費 158,091 144,811

営業利益 52,107 60,142

営業外収益

受取利息 415 352

受取配当金 278 298

受取家賃 2,098 2,875

受取手数料 2,743 1,895

その他 2,712 37

営業外収益合計 8,247 5,460

営業外費用

支払利息 13,010 9,013

その他 4,264 1,438

営業外費用合計 17,275 10,452

経常利益 43,080 55,151

特別損失

固定資産除却損 3,731 －

減損損失 13,466 4,000

投資有価証券評価損 － 104

特別損失合計 17,198 4,104

税引前四半期純利益 25,881 51,047

法人税、住民税及び事業税 4,296 3,903

法人税等調整額 △46,770 20,838

法人税等合計 △42,474 24,741

四半期純利益 68,355 26,305
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
至 平成21年８月31日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年３月１日
至 平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △92,893 △87,899

減価償却費 83,374 79,078

減損損失 13,466 4,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,440 6,358

ポイント引当金の増減額（△は減少） 10,487 12,171

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,326 3,954

受取利息及び受取配当金 △1,069 △967

支払利息 27,105 18,817

固定資産除却損 3,731 1,517

投資有価証券評価損益（△は益） － 104

売上債権の増減額（△は増加） △2,771 △2,303

たな卸資産の増減額（△は増加） 21,141 15,020

仕入債務の増減額（△は減少） △44,380 △41,780

未払金の増減額（△は減少） △35,291 △43,668

未払消費税等の増減額（△は減少） △9,516 △21,029

前受金の増減額（△は減少） 212,926 213,613

その他 △51,145 △3,420

小計 154,934 153,565

利息及び配当金の受取額 503 508

利息の支払額 △26,373 △18,196

法人税等の支払額 △8,370 △13,688

営業活動によるキャッシュ・フロー 120,693 122,188

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △64,000 △64,000

定期預金の払戻による収入 19,000 19,000

有形固定資産の取得による支出 △10,682 △12,885

投資有価証券の取得による支出 △1,820 △1,821

投資活動によるキャッシュ・フロー △57,502 △59,707

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 650,000 △480,000

長期借入れによる収入 200,000 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △797,200 △662,600

自己株式の取得による支出 △205 △26

リース債務の返済による支出 △1,691 △3,932

配当金の支払額 △75,529 △75,547

財務活動によるキャッシュ・フロー △24,626 △22,107

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 38,563 40,374

現金及び現金同等物の期首残高 265,800 240,846

現金及び現金同等物の四半期末残高 304,364 281,220
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該当事項事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

当第２四半期累計期間の販売実績（売上高）は以下のとおりであります。 

                                   （単位：千円、単位未満切捨） 

 
  

 （注）1 その他は、合宿収入等であります。 

       2 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

 販売の状況

前第2四半期累計期間 当第2四半期累計期間

比較増減（自 平成21年３月１日 （自 平成22年３月１日

部  門  至 平成21年８月31日）  至 平成22年８月31日）

幼児・小学部 411,962 420,131 8,169

中学部 1,076,545 1,048,845 △ 27,699

高等部 74,766 73,107 △ 1,658

個別指導部 122,137 122,988 851

その他 83,981 96,148 12,167

合  計 1,769,392 1,761,222 △ 8,170
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